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　今、悩みや寂しさを抱えている高齢者が増えて
います。そして、「傾聴ボランティア」という言
葉も最近、新聞や雑誌やテレビにも出てきます。
　高齢者のサポートはまず「傾聴」、相手の話し
に耳を傾け、相手の不安を和らげることから始ま
ります。
　そこで、保健課では「傾聴ボランティア」の勉
強会を計画しました。
　一緒に「傾聴ボランティア」について学んでみ
ませんか？
《南国市社会福祉協議会で月１回開催している
　「ボランティア活動列車」の一環事業です》

■とき／３月17日�  10：00～12：00
■ところ／社会福祉センター２階会議室
■内容／傾聴ボランティアの活動についての報告
■報告者／「傾聴ボランティア高知トンボの会」
　　　　　の皆さん

※お問い合わせは、
　保健課地域包括支援センター
（�８８０ー６５５６）
　南国市社会福祉協議会
（�８６３ー４４４４）まで

　ノーベル平和賞を受賞したバングラデシュの
グラミン（村落）銀行から融資を受けた女性た
ちは、貧困から抜け出しただけでなく、かけが
えのない信頼とネットワークを手に入れました。
この活動を研究している留学生から、貧しかっ
た人たちがビジネスの主役になりえた実情を日
本語で話していただきます。

■とき／３月18日�  10：00～12：00
■ところ／市役所４階大会議室
■演題／信頼とネットワークを手に入れた
　　　　人たち
■講師／サハリア  コノク  さん
　　　　（バングラデシュ出身）
　　　　高知大学黒潮海洋科学研究科
　　　　博士課程３年生　　
■参加費／無料
■申し込み／不要

※お問い合わせは
　南国市国際交流協会事務局  永野
（�０８０ー３１６２ー２３１０）まで
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■応募締切／平成19年３月15日�必着
■あて先／�783ー8501 南国市大�甲2301

南国市企画課親子クイズ係
■賞　品／正解者の中から抽選で、５人に

図書カードを贈呈
★第417回親子クイズの答えは、「花は橘（タチ
バナ）」「木は楊梅（ヤマモモ）」「鳥は尾長鶏
・長尾鶏（オナガドリ）」でした。
★応募総数／26通 ★正 解 率／50％

【第417回当選者】 西田千枝子さん（駅前町）
山崎　光子さん（下末松）井上　志津さん（植　田）
北村　美恵さん（立　田）高橋オリエさん（田村乙）

QQ 次の漢字の読みを書き、
Ａ～Ｆを並べて文章を
作って下さい。
「ＡＢＣＤＥＦ」
＊ヒント：ひな祭りとい
えばおひなさまと…

親子クイズは、広報委員が毎月順番に考え
ています。

417回解答
夜 家 銀 金 子 雀 山 西

鴨 合 橘 杏 団 羊 楊 瓜

土 筆 樹 桜 鶏 栗 煙 向

芥 林 山 桃 枇 茄 日 草

檎 子 木 葵 杷 葵 子 海

梅 葡 耳 無 河 童 麒 豚

萄 栗 尾 鬼 花 蒟 蜜 麟

糸 瓜 鼠 灯 蒻 果 長 柑
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レベル①《印度》

レベル⑥《桑港》

レベル⑤《羅馬》

レベル④《加奈陀》

レベル③《濠太剌利》

レベル②《巴里》

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

� ネムノキ  　� ワサビ
� アヒル  　　
 ビワ
� イチョウ  　� ナス
� カナリア  　 キクラゲ
	 ヤギ  　　　� イルカ
� スイカ  　　� ブドウ
� ドングリ  　� イチジク
� ツクシ  　　� カッパ
⑨ サクランボ  � キリン
⑩ タバコ  　　� リス
� ヒマワリ  　� ホオズキ
� カラシ  　　� コンニャク
　 ケシ　　　  � ミカン
� リンゴ  　　� ヘチマ
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中村　嘉秀さん（浜改田）
よしひで

けんいち のぶこ

島内憲一さん・展子さん（物部）
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　今、少子高齢化が進み、生活環境の利便化に伴
う運動不足、核家族化により世代間の交流が少な
くなっています。これらの問題を解決するため、
総合型地域スポーツクラブが求められています。
　総合型地域スポーツクラブとは、年齢・性別に
かかわらず、だれもが、いつでも、どこでも気軽
に様々なスポーツや、文化活動を楽しむことがで
きる、地域の人たち一人ひとりの力によってつく
りあげるクラブです。運営は、基本的に会員から
会費を徴収して、クラブ自身が行う住民主導型と
なっています。また、設立の準備のために日本体
育協会から委託金がでる制度もあります。
　スポーツ振興基本計画で、平成22年までに全国
の市区町村において少なくとも一つは総合型地域
スポーツクラブを育成することが目標となってお
り、県内でも、ここ数年の間に設立されたり、準
備中のクラブが増えてきています。
　クラブづくりの準備には、県・市もバックアッ
プをしていきます。
　地域の皆さんで一緒にクラブづくりを検討して
みてはどうでしょうか。

※お問い合わせは、
　生涯学習課（�８８０ー６５６９）まで

中央高齢者教室
北部高齢者教室
後免・野田高齢者教室
大湊フレンドリー（前浜・久枝）
三和しあわせ会
十市・稲生高齢者教室
稲生ふれあい教室
日章生涯学習教室

社会福祉センター
久礼田体育館
野田公民館
前浜公民館
三和小学校体育館
多世代交流プラザ
稲生ふれあい館
日章福祉交流センター

■対象／65歳以上の市内在住者
■実施期間／４月～翌年３月（全10回）
■受講料／無料
＊移動学習参加費や特別な教材費、また傷害保険料
（年間100円程度）などは負担していただきます。
■申込先／生涯学習課または各地区の役員さんまで
■申込方法／電話、ハガキ、ＦＡＸまたはメールに
　教室名・氏名・住所・部落名・生年月日・電話番
　号を明記し、お申し込みください。
■申込締切／３月30日�
※申込先・お問い合わせは、生涯学習課
（〒７８３ー８５０１南国市大�甲２３０１
　�８８０ー６５６９、�８８０ー６２０１
　syougai@city.nankoku.kochi.jp  ）まで

教　室　名 受　講　場　所


